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秋 田県内温泉 の 概略的観察

理科学検査科 斎 藤 ‘‘、 キ

ー はじめに

秋田県は大小数多くの温泉を有しながら，温泉県とし

て全国的に余り認められていないのは誠に残念な事であ

るo温泉は観光上の目的だけでなく，国民の保養，療養

の為に，或いは産業開発の一資源として，今後医学上，

産業上，その役割は重要な存在を占めるものであろうと

考えられる。昭和23年7月温泉法が施行され，第一条に

「この法律は温泉を保襲し，その利用の適正化を図り，

公共の福祉の増進に寄与することを以って目的とする」

とあるが，温泉は適正なる利用によって，はじめて価値

ある存在として生きて来るものではないだろうか。私共

温泉業務に柳かでも携わる者は，この目的に副うべく努

力している次第である。

今回，県内の温泉について，その化学的成分よりみた

泉質を基とし，地城的分布状況の概略を把握する目的

で，昭和24年から昭和39年に亘り分析を実施した温泉に

ついて一応取纏みてみた。

ー 概 略

(1) 分布状況

昭和24年4月より昭和39年12月まで，依頼されて分析

を行った県内の温泉件の概略的分布状況を第 1図に示し

た。この図によっても解るように，謂所県内の温泉郷と

称されるものは 9ケ所で，秋の宮，小安，乳頭，八幡平

表 泉 質 別 温 泉 数 （昭和24年11月一昭和39年12月）

泉質 市郡別 1鹿、喘誓奇笠I背f|"瞥I閣叫腎児I胃誓I河贔I杏『I胄『I奇岬詈I惰昂I臀門1r11 計 1% 

冷 鉱 泉 II 3 I I 1 I I 3 I I 3 I 1 I 3 I s I I 3 I I I 1 II 231 12. C 

単 純温泉 |71 | | I I 1 I 1 I I I I | | 8 | I 2 I a -11 271 14.1 

重炭酸土類泉 |1I | I I I I | I I l | I I I I II ii o. e 

重 曹 泉 II | | | | | I | | I 1 I 1 I | I I II 2| 1. c 

食 塩 泉 |141 161411lal3 1 I | I 9 I I 41 I I 6 II 561 29.:i 

茫硝泉 1 1 2 1. C 
硫酸塩泉

石膏泉 1 2 3 1. c 

炭酸鉄泉 1 口 」ニ鉄泉
緑蓉泉 3 3 1 7 3.'.i 

明馨泉
明磐泉

十一 ＋ 酸性明饗泉

硫 黄泉 '6 2 1 1 

十一
1 口7.:; 

硫黄泉

硫化水素泉 22 1 1 1 1 1 14 2 2 23.4 

酸 性 泉 |31 I I I I I | | I | I 31 I 1 I II 7| 3. 7 

計 I s61 s I a I a I 1 I 131 4 I s 1 1 I s I 191 2 I 371 2 1 s 1 2111 1921 100. a 
＇ 

129-21 2. 61 4. 21 4. 2! o. 51 6-al 2. ii 2. 61 o. 5 2. 61 9. 9 1. o 19. 31 1. o 2. 610. 9 100. oi ・、 ... <,. • : ％ 
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（衛研分析分）
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図 秋 田 県に おけ る 温泉の分布状況

（昭和24年11月一昭和39年12月）
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湯瀬，大湯，大滝，男鹿，象淳温泉郷である。

(2) 泉質による分類状況

化学的成分による泉質の上から分類したのが第 1表で

ある。これによると県内の温泉は硫黄泉が最多く 192件

中59件， 30.6％を占めてあり，次は食塩泉の56件， 29.2

形である。これまでのところ明饗を主体とする温泉が皆

無であり，又炭酸を主成分とする温泉が非常に少い事が

注目される。更に郡別に観察すると，八幡平の大部分と

湯瀬，大湯の温泉郷を有している県北部の鹿角郡が最も

多く， 5昭（29.2%)を占め，これに次いで乳頭温泉郷

．のある仙北郡が37件（19.3%)を占めている。
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(3) 泉温による分類状況

厚生省の温泉分析法指針に示されている泉温による分

類に随い取纏めたものが表2である。これによると192件

の温泉中42°C以上の高温泉は122件で63.5飴を占めてお

り， 25°C-34°C未満の徴温泉及び未満の温泉が非常に

少<,25°C以下の冷鉱泉が46件の24.0％で第2位を占め

ている。又郡別に観察すると，鹿角郡が56件中55件が高

温泉で1件のみ徴温泉である。これに反し由利郡は19¥1=-

中高温泉が3件，徴温泉が5件で11件が冷鉱泉である事

は面白い。

温度別温泉数
（昭和24年11月一昭和39年12月）

-
温 度 II 郡 1田郡I 市 I 郡 I 市 I 市丁市 1田部郡―|•市「郡―i市「謡蔀丁ー希l 蒻 I 計 I%
冷鉱泉（25°C以下） II• 1 3 I I 5 I 1 I 411 I 5 I 1 I 5111 I 2 J -5l2T~;,T 24. 

微温泉 (25;;石未満） II 1 | 1 | | 2 | | 1 | 1 | 1 | | 5 | | 3 | | 2 | | 16 | 8. 

温泉 (34；妥で未満 11 | | | 1 | | 1 | 2 | 1 | | | | 3 | | | 1 | 8 | 4. 

高温泉（42°C以上） 1l5511l sl _I I 11 I I I I 3-I~ 63・ 
計 l|56| 5 | 8 | 8 | 1 | l3 | 4 | 5 | 1 | 5 | 19 | 2 | 37 L 2 | 5 | 21 | 192 | 100. 

（衛研分析分）

えており， 1052.0-1599.0訊g/kgである o分析番号35号

の稲住温泉及び31号の場の又温泉は，他のものより位置

が相当はなれている関係もあり泉質を異にしていて，稲

住温泉は緑蕎泉，湯の又温泉は単純温泉で，その他は弱

い食塩泉である。

表 2

(4) 各温泉郷について

（イ），秋の宮温泉郷

表3に示しているとおり，泉温は53.0°C-96. 5°C, PH 

は6.2-8. 0で大体中性又は中性に近いものであるo蒸発

残留物は分析番号31号の湯の又温泉を除き概ね足並を揃

表 3 秋 の 宮 温泉郷

恥（番号贋） 1 紐名（紐名又は源泉地） I撃 l腎 冑 で9厄物 1．泉質による泉名

38.3. 14 I （湯の岱 107)_ I 58. o I 1. 1 (6.8) | 瞬． o | 弱食塩泉(201) 
37. 5. 18 | （湯の岱 83) | 71. o | 7. 6 (7. 3) | 1076. 4 I ~ ・ (196) 
37.5.14 | （湯の岱 70) I s3. o 1 1. 4 (7.2) I 119＇ 6. o |ク(195) 

27.2.25 I 湯 の岱 1 63. o I a. o | 1094. o 1 ，，，， (34) 
27.2.25 I ク | 68. o | 7. 8 | 1254. 4 1 // • (32) 、

, 27. 2. 25 I 稲住温泉（役内宇湯沢） | 9、6.5 1 5. 6 I 1599.0| 緑 癖 泉; (35) 

： 忍ぶ241 鷹の湯（役内宇殿上） I a3. o 1、6.2 I 14町． o | 弱食塩泉

宥)251 湯の又温泉 I s4.o I a.o I 4印． o |単饂泉
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表 4 小 安 温 泉 郷

分年（番月号析日） 温泉名（源泉名又は源泉地） 聾 腎闇息 蒸~,悶物 泉質による泉名

36.9.19 I （割陽） （畑等字新処107) 1 98. o 1 8. 8 (8.8) I 949. 5 ¥ 単純硫黄泉(i91) 

累晶271 (JI]の湯） （畑等宇新処69の3)1 97. o I s. 4 (7.8) I 703. 019 I // 
30.6.13 I （五郎作の号i I 73. o I 6. 6 c 6. 64) 56. 2 1単純温泉(92)- Ill等宇瘍元10)
30.6.13 I （鹿乃湯） （畑等字湯元23) 1 67. o I s. 6 (5.6) 64. 9 1 ク(91) 

2 ， .10. 26 I 栗駒温泉（河原の渤） 1 97. o I s. 1 (7.5) I 673. 6 I // 55) 

29. 11.12 I 鶴泉（湯荘元 I 81-o I 8. 4 (8.3) I 683. 6 1 ~ (69) 190 182の1新鶴泉）

28.10.31 I ク I 66. o I s. 3 (3.8) I 154.。1 単純硫化水素泉(56) 
39. 10.24 

ク（湯元 179) | 9 8. o | 8. 3 (9. 35) I 784. 1 ク(207) 

29, 10. 19 大湯温泉（大湯沢） 98. 0 I 8. 4 (7. 95) 839.2 単純硫黄泉
、 (67)

• 27. 3. 20 l ー （湯元18) 59. 0 I 7. 2 105. 4 単純混泉(39) 

（ハ），乳頭温泉郷（表5)

泉温は38.0°C-98. 0°C, PHは3.0-7.9,蒸発残留物

は 115.8-2916. 3mg/kg,泉質は硫黄泉が大半であるか

又酸性泉，単純温泉もあり，その成分も多少複雑な点で

八幡平温泉郷に梢々類似している。

表 5 乳 頭 温 泉 郷

分年（番月号析日） 温泉名（源泉名又は源泉地） 皐C温 I 現PH地，試(P験H室) I 蒸発mg残/k留g物 泉質による泉名

31. 7. 12 鶴の楊（滝の陽） 54. 0 I 6. 2 (6.4) 2356. 741 含重曹食塩硫化水素泉(128) 

31. 2. 21 I ク （黒渇） I 62. o I 7_ o (7. 4 4) 1 2916. 3521 含食塩土類硫化水素泉(llO) 
29. 11. 16 ク （鶴の湯） I 60. s I 6. 4 (6.83) 2489. 6 I含重曹食塩硫化水素泉(71) 

3 1. 1. 1 6 I 蟹場温泉（唐子の濁） 1 51. o I 5. 1 (6.8) 認． o |単純硫化水素泉(104) 

29. ll-16 I ク I 53. 2 I 7. 2 (7. 1 5) | 830. o I 1' (73) 

31. 1. 16 I 黒楊温泉（上の湯） I 70. 5 | 5. o (4.65) 115. s I /,, (103) 

29. 11-16 I ク （下の濁） 1 64. s I s. 4 (4.71) 1 198. 6 I 1-
(72) 

累尉 I孫六温泉（女夫湯） 1 s2. o 1 6. 3 (7. 1) I 388.0 単純温泉

30.12,1 I ク （新湯） 53. 5 1 6. 6 (6. 4) I 656.。1単純硫｛邸素泉(101) 

29. ll-16 I ク 1 n.o 1 7.4 c1. 68) I 774. 6 ¥単純温泉(70) 

31-6. 14 I 妙の禍（駒ケ嶽2の1) 1 41. s I 6. 4 (6.0) 295. 9 I,,., 
(120) 

帽鱈1（麟沢口国有林玉川経裳区） 189-o I 3. 1 (3. 1) I 1346.5 |含ヒ素食塩硫化水素泉

37・s. 13 I （奥水沢温泉） I 38. a 1 6. 6 (6.7) 1506.5 l含石膏食塩硫化水素泉(197) 

35.7.4 I （大釜温泉） | 98. o | 3. o (2. 7) I 799. 764 含ヒ素酸性泉
(185) 

3t . 5. 26 I ク I 96. o I 3-o (2.7) 975. o I /,, 162) 
―~
-
l
―
―l
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-―
-
言U-
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33.9.19 I 
(158) （戸村温泉） l 57. o | 7. 4 • (7. 3) I 608.0761 単純温泉

35. 6. 28 | 駒草荘（カラフキの湯）
(184) | 90. o | 5. 7 (5.,7) I 244. 4071 単純硫仰K素泉

31.9. 28 I 新
(131) 湯 I 57.5 7.9 (8. 7) I 602. o |ク

31. 6. 27 I 
(121) （駒ケ嶽2の1) 1 • a2.o 6.8 (6.95) I 547. 9 I単純温泉

に），八幡平温泉郷~ （表6)

泉温は46,5°C-97. 8°Cの範囲で高温泉を占め， PHは

1-15-8.6の強酸性から弱アルカリ性まで存在し，蒸発

残留物は，そ442.8呵／kg-3731.5霞g/kgの泉質は各副

成分を伴った複雑なものが多く種々雑多の感が有るが一

応性泉と硫黄泉に大別されるのではないかと思われ

る。

表 6 八 幡 平 温 泉 郷

恥（番号門） ＼ 温泉名（源泉名又は源泉地） I瞭 現PH地，試(P験H室) 蒸発mg残/k留g物 泉 質 に よ る 泉 名

34. 11.1 21 蒸の湯（玉の湯.)
(173) I 97. o 1 2. 6 (2.65) 693. 6 I含ヒ繁陵性泉

34. 11.12 | ク
(172) （岩の湯） I go.a 1 2.4 (2.44) I 836. 4 1 -'/ 

31. 12. 5 I ク
(139) （せんきの湯） 1 88.o 12.4 (2.16) 3089. a 1畜心訃贔繹泉

30. ll.2 01 ，，，， 

(98) | 97. o | 1. 8 ci. 85) I 2329.。1藍 緑 饗 泉

28,3. 18 I ク
(48) （熊の場） | 77.o| 7. 8 (7.6) I 479.0 含ヒ素硫化水素泉

34. n.1 21 後生掛温泉（しちょうの湯）(171) ヽ I a4. o I 2. a (2.7) | 637.2 酸含性ヒ素，硫化水素泉

34. ll. l 21 ク
(170) （神恵痛の湯） I 92.0 I 2.4 c2. 45) I 1004. 2 I含ヒ素酸性緑攀泉

28.3,18 I ク
(45) I 90. o 6.4 (6.3) | 442.8 単純硫化水素泉

36.12.4 I 銭川温泉
(193) I ao. o 1 1. 1 (7. 2) I 877.8 I釣雷，硫1詠素泉

28.3. 18 I ク
(47) 1 95. o I a: 2 -ca. 1) I 10印．5 I含食塩，硫｛詠素泉

37.10.17 I 上トロコ温泉
(141) | 97. o | 7. 8 (8. 15) | 1087.113¥ 含ヒ素ホウ酸，重曹食塩泉

28(4. 34. ) 18 |ク I 62.0 8.6 (8.4) 1165. 6 I含食塩，硫イ詠素泉

30.n.2 I 
(97) トロコ温泉 1 86. o 6.6 (6.2) I 861. o I含ヒ素硫化水素泉

28.3.18 I 下ト コ温泉
(46) ロ | 56. o | 8. o (7.9) I 966.a 1単純硫化水素泉

唱ぶ121 這温泉（笹の湯） 194.o 12.a c2. 71) I 1080.2 含ヒ素酸性緑癖泉

34.ll. l 21 ，，，， 

(174) （大深） 195.o i 2.a c2. 66) 1 1155. o ク

氾討I志張温泉（B) I 46. s 1 1. 6 (7.85) | 367. 3161 単純温泉

3も認I玉川温泉（大噴の陽） I 97. 8 I L 15 (L 20) I 2636. s I含フッ素， ヒ素，酸性泉

烹ぶ18I郵,,温泉 1 54.o 1 3.0 (2.7) 485.o |螂，硫1詠素泉

忠伊l叫沢温泉（芍薬の湯） | 88. o | 2. 2 (2.2) 2716.994 霞霜泉

^ 29. 1. 19 | 
(59) （大深沢28林班） 1 a6.o I (1.8) 3731.5 I畔暉，樹暮泉

29.5.24 I 
(63) （熊沢国有林後生掛） I 75. o I 2. 5 (2.5) I 睾．o |単純配生泉

．窯ぶ19I逗温泉 1 50. o 6.9 (7.0) I 406.1 単純温泉

直鼠．，`
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縞湯瀬温泉郷（表7)

泉温は47.0°C-67. 5°Cの比較的編った範囲にあり，

PHは8.4-9.6のアルカリ性を示し，蒸発残留物は464.0

-698.0屑g/kgで非常に一定した値を示している o 泉質

は昭和30年の中頃までは硫黄を主体としたものであった

が，昭和30年11月以降に行った分析結果では，硫黄を僅

かに含有している単純温泉である。この変化は後述の大

湯温泉郷並びに大滝温泉郷においても同様であり，今後

の興味ある研究課題であると考えられる。

表 7 湯 瀬 温 泉 郷

恥（番号胃） 1 温泉名（源泉名又は源泉地） I醗 齋鸞 I~,詈り 1 泉質による泉名
31.7.5 I （湯瀬） I 57. s I a. 4 (8; 28) I 587. 7641単 饂 泉(126) 

31-2. 9 I 尾去沢保養所 （湯瀬35の1） | 51. o | 9. 5 (9.0) I 606.5 I ~ J 

(107) 

31. 1. 31 | （一羽湯） （湯端52) 1 s3.o I 9.4 (9.0) I 464.0 I~ (106) 

30.11. 261 （湯端36の5) l 47. o 1 9. 2s ca. o) I 698.o 1 ~ (99) 
30. 5. 24 | （湯瀬9の3) I 57. a I 9. 3 I 604. o I単純硫黄泉(85) 

30.5.24 I （湯瀬11の10) I s4.o 1 9.6 I 608.4 ク
(84) 

唸沢1湯瀬ホテル（湯瀬49,50) I 56.o I 9.2 I 629.2 ク

唸沢 1姫の湯（湯瀬40の1) | 57. o | 9. 1 I 612. 4 I ~・
30.5.24 I （湯端27の1,47) I 55. o' 9. 2 I 570. a I ~ (81) 

29.11.1 61 姫の湯（湯瀬40の1) I 67.s 9.2 (9. O) I 632. 4 I ~ (70) 

26.7.18 I （湯瀬26の2) 1 s3. o 1 9. 1 I 寧． o |単純硫イ麻素泉(29) 
26.7.18 I （湯端32) I s9. a I 9. 2 I 632.4 I~ (25) 

26.7. 18 I （湯瀬29の2) 1 65. o 9.0 I 642. 6 I // (23) 

26.7.18 I （湯瀬30) 1 60. o 9,2 I 649.6 ク
(22) 

t-,.),大湯温泉郷（表8)

この地城の泉温は51.0°C -73. 0°Cの範囲で， PHは

7. 7-8-3の弱いアルカリ性を示している o蒸発残留物は

1099. 5叩／kg-2038.7霞g/kgで比蔦釘射lバラつきが少<,

泉質は湯瀬温泉郷と同様に，昭和2醗こ頃の分析までは硫

黄を主体としたもので，これに副成分として食塩を含有

していたが，昭和29年以降の分析結果では，硫黄の含有

量が減少し，食塩が主成分となり泉質の変化が注目され

る。

表 8 大湯 温 泉 郷

分年（番月号析日） 温泉名（源泉名又は源泉地） |泰足 I際需9翠I→9月物 泉質による泉名

26.1.16 | （上の湯19) | 73. o | 8. o I 1620.75 含食塩硫化水素泉
(13) 
26. 1. 16 | （上の湯18の1) ． | 9 70.o| 8. o I 1487. 2 1 ~ (14) 

26. 1. 16 I （上の湯3の1) I 59.0 I a.o | 1276. 3 I,;, (15) 
26. I. 16 I （上の湯34の1) 1 64.o I s.o I 1436-55| ク(16) ． 

,'̀
;1 
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3t . 1. 23 I 
105) 

（上の湯13の1,13の2)̀ 9 | 59.o | 8. 3 (8. 1) 
I 

1313. 4 I弱食塩泉

3~ .3. 20 
116) 

（上の陽5の2) | 66. o | 8. 16 (7. 65) | 1509. 4991 碑紐類弱食塩泉

31(. 11302. ) 13| （上の湯11の1) 1 65.5 1 s.2 ca.14) I 1400. 7191 弱食塩泉 ヽ

3t .11. 301 
178) 

（上の湯21の4) I 19. o I 1.1 (7.6) 
I 

1558. a I ~ 
3t .11.3 01 大湯ホテル（川原の湯9)
17) 

46. o | 8. o 
I 

1409. 441 含食塩硫イ麻素泉

26.1.16 （川原の湯43の1) 62. o | 8. o 
I 

1930. 1 I ~ 
(18) ヽ

30.5.24 I 
(86) 

（川原の湯27) | 73.o | 8. o 
I 

1973-2 1弱釦直泉

31.6.29 I 
(125) （川原の湯28の1) I 66.o I a.2 (8. 22) | 2038. 7381 含塩化土類弱食塩泉

25(. 91) 2. 4 | （下の湯13の1) | 58. o | 8. o 
I 

1623. a I含釦益硫1回 素 泉

34. 紺゜(1 
濯船胄｝ヘルスセソク― |55.5 1. a. 1 (8.0) 

I 
13s1. 9 1 弱釦一点泉

2s.12.6 I 
(11) （荒瀬25の1) I 54.o I a.o 

I 
1355. 781 含食塩，硫伽K素泉

29.7.14 I 
(65) （荒瀬22の3) | 55. o | 8. o (8.0) 

I 
1286.o | g司食塩泉

30.5-24 
｀ 56.o I a.a 

I 
1099. 5 |ク(87) （荒瀬23)

31-2. 15 （荒瀬43,42, 41の1) 1 _ 60. o I a. o c1. 35) 1 1473-2 1 1-(108) 
31. 2. 21 

小坂鉱山保養所（荒瀬） 1 si. o I a. o c1. 56) 1 1228. 7631 碑廷類弱釦蓋泉(109) 
31.12. 1 01 
(140) （荒瀬24の3) 1 54.5 I 1.a (7. 81) | 1211. 5091 弱釦姦泉

累9.25 
92) （湯岱） （陽岱31の2) | 60. o | 7. 8 (7.6) 

I 
1379.2 | 含蔀積ホ直ウ酸泉， 硫化水素

（卜），大滝温泉郷（表9)

この地区は昭和27年の分析当時は相当豊富な自然湧出

量で，硫黄臭が明らかに感じられたものがあるが，自然

的に湧出量が減少し涸渇状態となり現在は殆ど利用され

ていない模様である。昭和31年以降に分析したものは総

てポーリソグによるものである。泉温は53.5°C-64. 0 

°C, PHは7.8-8.8の弱ァルカリ性で，蒸発残留物は

2052.S-3008.6mv/k'I, 泉温， PH, 蒸発残留物共に或

る一定の範囲内に留まつているように見受けられる o前

述の大湯温泉郷と同じように硫黄泉から食塩泉に移動し

たものと考えられるが．食塩泉でも硫酸イオソが比較的

多く石膏を副成分としており．随って蒸発残留物が大湯

温泉より高い値を示している点梢々異っている。

表 9 大滝 温・泉 郷

~I 紐名（源泉名又は源泉地） I翠 l臀把料腎 I蒸9月物 泉質による泉名

33.7.2 I 
(154) 濯欝母靡屈5) I 53. 5 1 • a. a ca. 35) 1 2077. 4681 含石膏弱食塩泉

33.7.2 I 
(153) 

（(十5号二所井宇）町頭44の内） I 59. 5 1 8. 6 (8. 15) I 2052-5lll ~ 
33. 7. 15 I 労（災軽病井沢院宇下岱20(144) の2) | 64. o | 8. 4 (8. 25) | 3008.6 ク

31. 3. 1 I 
(115) 

（（薄十二の所湯宇）町頭76の1) 1 61. o I a. 34 c1. 67) I 2327. 9431 ~ 
31. 2. 20 I ｛ 鶴十二の所湯字）町頭80) 
(112) I 60. o I a. 44 c1. 65) I 2320.2 ク

塔ぶ251 (+コ7i"後田） 1 58-5 I 1. a 
I 

2243-0 弱食塩泉

27.J.4 I 
(36) （十二所宇町頭80) | 60.o | 8. 4 

I 
2248.Q |含虹直硫黄泉

2i寄 I （十二所宇町頭79) I 62.0 I a.5 
I 

2263. 6 I // 

饂み
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防，男鹿温泉郷（表10)

第1磯的分析番号 212号から下の段に示したものは，

所在地が上の段のものと反対側に位しており泉溢が低く

蒸発残留物も少くて温泉としての効果は余り期待出来な

いものと考えられるので，これ等を除き観察するo 泉温

は28.0-57. 0°C, PHは6.1-7.5で殆ど中性に近く，蒸

発残留物は分析番号 186号を除き比較的多くて3729.0-

6754. 8m'I /kg,泉質は割合に強い食塩泉である o只ーケ

所，桁はづれに蒸発残留物が少い単純温泉が在存してい

る事は興味ある事である。

表 10 男 鹿 温 泉 郷

h> 温泉名（源泉名又は源泉地） I息巳 I臀農葬9翠I蒸：り屈物 1泉質による泉名

38.5.18 I （（湯男本鹿宇温草泉木1号原6）3、の1) 1 ss. s I 6. 9 (6.9) I' 5174. o I弱食塩泉(202) 

36.6. 6 I （（湯男本鹿芍温芍泉肛木2号原5）2の1) I s2. o 1 6. 7 (6. 7) I 5250.。1含土類弱食塩泉(187) 

36.6. 6 I ｛ 湯湯本本宇温泉福の尉1) I 42,5 I 7.5 (7.5) I 切． o I単純温泉(186) 2 

34. 7.11 I （（湯か本さ字や温舘福泉）8) ¥ 34:o -I 6.6 (6.2) | 3729-o I含重曹，弱食塩泉(167) 

34. 7. 6 | （（湯石本山字温泉草木第原26号3）の 1) 1 55.0 I 6-6 (6.7) I 5782.5 1弱食塩泉(165) 

34.7. 6 I （（湯石本山宇温草泉木）原76) I 57. o I 6. s (6. 45) I sn2. s 1 ~ •' 

(164) 

31. ll. 6 I （陽本宇草木原81) I s1. o I 6. s (6. 82) 1 5391. 464¥ 含土類弱食塩泉(136) 

30. 1 0. 28 I （湯本宇福の沢40) | 50. o | 6. 1 (6.6) I 6754.8 1碑血類，弱食塩泉(96) 

37.8.11 I （（塩戸賀浜温平泉床2）5の2) 1 2s. o 1 6. 3 (6. 65) 1 4012.。1含ヒ素土類，弱食塩泉(198) 
39_ n. 24 I （男鹿市増川） 1 14. a I 7. 2 (7.6) | 320. 2 1単純硫化水素泉(212) 

34.5.27 I （男鹿市船越鶴の湯） | 21. 5 | 6. 6 (7. 05) | 356.。1冷鉱泉(163) 

33.9-9 | （男鹿市船川港） | 15. 5 | 7. 9 (7.7) I 850. 02 i 1' (157) 

31, 5. 7 | （（地男蔵鹿市温船泉川）港） I 16. o I 1. 42 c1. 42) I 245.551| ク(ll8) 

(J)），象汚温泉郷

表11の分析番号 203号は自然湧出で，その他は総てポ

ーリングによるものである。これ等のボーリングによる

ものでも泉温は一般に低く 28.0°C-43. 8°Cを示し， PH

は7.0-7.8で中性か或いは極く弱いアルカリ性を帯びて

いる。蒸発残留物は何れも多く 20428.1.:--26284.Qmg/kg 

泉質は強食塩泉で副成分にホウ酸，或いはヨー素，プロ

ム等を多量含有しているのが注目される。

表 11 象｀汚 温 泉 郷

臼` l 温泉名（源泉名又は源泉地） 皐息 腎聾存門翠 l 蒸:,厄物 1 泉質による泉名

呵乱豆01 げ貴雷よ輩} | 10. 3 1 1. o c1. o) I 310. 4 I冷鉱泉

37. 4. 11 I ヘルスセソク I | I I 含臭素(194) （第瀑丈の湯） 28. 5 7. 7 -(7. 6) 25927. 5 強食塩屎ョウ素，ホウ酸

36.7-20 I ヘルスセンタ I I I I 含(190) （腰丈の湯） 43. 8 7. 8 (7. 8) 26284. 0 塩｀リウム，ホウ酸強食

3む喜6)7| 9晏腐［覧ぶ号井） ． I 28.o | 7 4 (7.5) 、| 23120. 0241 含ホウ酸，強食塩泉

31. 3. 3 I 観光ホテル I | I o¥ (113) 、 （浜の町） 32. 0 7. 0 (7. 43) 23981. 20 ，，，， 

霜・)241 （五丁目塩越53) I 21. o I 1. 6 I 2042s. 1 I強食塩泉

(5) 各温泉郷の比較

（イ），泉温の比較

各温泉郷の泉温を比較検討してみたのが第 2図であ

る。 9温泉郷の中で最も低温を占めているのが象蒋温泉

く
＂
ド
と
泣
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郷であり微温泉の範囲にまとまっている。又大滝温泉郷

は60.0°cを中心として最も狭い範囲に纏っており，八幡

平温泉郷は90.0°Cを中心として相当広い範囲に亘って

いるが，総て高温泉の範囲を占めている。

第2図 各温泉郷における泉温比較

W・ T 

100℃ 

80 

60 

42 

34 

25 

・・, .... 

.. ,9-• ●

●

-

泉

泉

温

一

泉

温

高

温

徴

｀

ー

ー

ー

）

「

小

安

温

泉

郷

乳

頭

温

泉

郷

象

潟

温

泉

郎

男

鹿

温

泉

郷

大

滝

温

泉

郷

大

湯

温

泉

輝

湯

瀬

温

泉

郷

八
幡
平
温
泉
郷

秋
の
宮
温
泉
郷

（口）， PHの比較

各温泉郷のPH値を示したものが第3図である。この図

でも解るように最も面白いのはPHBを中心として非常に

狭い範囲を占めている大渤温泉郷である。一方広範囲に

第3図

PH 

，
 

各温泉郷におけるPH値
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1 
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拡がっているのは八幡平温泉郷で， PH2.5を中心とした

ものと， PH7.5を中心としたものとの二つのグルーブか

らなり， PH4-6の範囲がない。

砂，泉質による比較

第4図は各温泉郷における泉質の割合を示したもので

ある。

八幡平温泉郷は硫黄泉が最も多く44%,緑蓉泉が26%,

酸性泉17形，単純温泉9%,食塩泉4％である。

湯瀬温泉郷は硫黄泉71形，単純温泉29％であるが硫黄

の含有量が減少しつ.1..あると考えられるので今後の分析

結果が期待されるものである。

大湯温泉郷は食塩泉が62％，硫黄泉が38％であるが，

湯瀬温泉同様に今後の分析結果に期待するものである。

大滝温泉郷は食塩泉75%,硫黄泉25%,であるが，こ

れも湯瀬温泉同様に硫黄含星の経年減少が考えられるも

のである。

男鹿温泉郷は89％が食塩泉で11％が単純温泉である。

象湾温泉郷は100%が食塩泉である。

乳頭温泉郷は硫黄泉が63%,単純温泉が26%,酸性泉

が11％である。

小安温泉郷は単純温泉50%,硫黄泉50%である。

秋の宮温泉郷は食塩泉が74劣，単純温泉が13%,緑饗泉

13%である。

＂皿 おわ り に

分析を実施した温泉192件について，泉温， PH,蒸発

残留物，泉質等より概略的観察を行ったものであるが，

県内の各温泉郷には，それぞれ特色が有り更に幾多検討

すべき事がらが残されているように思われる。県内温泉

の正しい姿を把握する為，今後一層努力しなければなら

ない事を痛感する次第である。
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第 4図 各 温 泉 郷 の 泉 質 此； 較
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